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可素石川県における炭素繊維分野のこれまでの取り組み
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保育所を「子育て支援の拠点」に～石川県の取組み

地域社会の変化

(互助システムの弱まり、

子どもへの関わりの減少）

子育てとの両立が難しい職場

環境(母親の子育て負担)…

など

核家族化･都市化

の進行
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県民意識調査にみられる｢子育てをめぐ

る様々な不安」

●経済的な不安

●育児についての精神的な不安
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|●母子の健康に対する不安
l●仕事との両立の不安
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●特に子育て不安が多い出産前後から3歳までの期間も､育児の専門家の支

援を受けて安心して過ごすことができるように！

●保育所が､親の働き方に関わらず､全ての子育て家庭に対し､出産前後から

一貫してサポートできるように！

｢密室育児｣の解消育児不安の軽減

二
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県が制度をつくり､市町の実施をサポート
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妊娠中から身近な保育所等をマイ保育園として登録し､妊娠中

の育児体験、出産後の一時保育のほか保育士による育児相談の

利用ができる。

母子健康手帳に

登録票(｢育児体験

カード｣)を添付
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出産 入園3歳未満程度まで

●乳幼児の生活を見学

●育児体験

(おむつ替え、ミルク授乳、

休浴など：
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保育士を｢子育て支援コーディネーター｣として養成

～｢子育て支援プラン｣(介護保険制度におけるケアプランの育児版）

を作成。

～子育て支援サービスの利用を総合的にコーディネート
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平成17年版厚生労働白書(抜粋）

～地域の取組事例として紹介～

(保育所を子育て支援の拠点とするための促進策～石ill県が実施する｢マイ保育園｣登録制度～）

イ,川県は、航‘'jf前のf育ての塙:として1引玉|でも最も侃育'ﾘ『をmmしている地域であ

る．この特性を$』川して、家庭で『育てをする潟にとっても利i!しやすい似育I肝とば

るよう、吋潟の軒娠時に釦布する戯r健康丁帳に「育児|ｲ幽験カード」を添付し、細娠

時から撫育所で乳幼児ﾘ｣'|制を見予したり、育兜imをしたりして、侃育所に接して

もらい、また、’'1産後も、・時侃育の利HÎ C計↓青｜による育児卜|_職などを葱軽に『｣う

ことができる11.細みを2005('ドl｣kl7jイ|;|斑からモデル索業として取り紺ん-酉いる：

これにより、家I唾でj鐙育てをする綱”存i[を1兇育研が認識できるとともに、縄にと

-うても煎軽に|仙談できるf'il育所が近くにあることにより、州産前の奏児f蜜の順f減や

身近に雛談継丁がいる蜜心感・時偲育cymmによるリソしヅシュでより青尺に専念

しやすく怠るといった釧果を与えることができると誉えられている，

家庭でj'育てをする親が遡りfすることのないよう、侃育':1『を輪めとした地域心I壷育

て迄慨サービスで、11割々 ﾉ‘､0J'育て1K#,1を的俄に把握することが、児童虐待鋤防if-に

もつなが愚幻ではないかと砦える，

図表2-3-36保育所等を子育て支援の拠点とするための促進策

～マイ保育園制度（モデル事業）の創設～

市町村（モデル実施）
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1次世代法に基づく一般事業主行動計画の策定

（
次世代育成支援対策推進法(H17.4施行)により、企業(当初は301人以上、現在は101人

以上)が従業員の仕事と子育ての両立を支援する｢一般事業主行動計画｣を策定

条例による独自の取組２
行
石
二
※
」

１
１
１

石川県では、中小企業が多いことを踏まえ､計画策定対象範囲を条例
れに国の制度が追い付いてくる形となっている。
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いしかわ子ども総合条例(HI9.4施行)…子育て支援､子どもの健全育成､子どもの権利擁護：｜
といった幅広い分野を包含
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囚 塞色翼津園 50人
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抄平成25年4月～
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条例により新たに対象となった企業(50～99人)においても 業が策

～業界団体との連携､推進員の個別訪問などによる策定の支援

～計画の実施に向けた取組(コンサルタントの派遣､セミナーの開催：
一
）
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いしかわ農業人材機構の取組について

｜〈奥能登地域の実態調査(H19)>
~i-io年後に営農の継続が困難な農家7割編
眼・農業後継者がいない農家9割 ｜；：

財団法人いしかわ農業人 (H21.4設立）

※一貫したサポートを実施する全国で唯一の機関

|〈体制〉理事長谷本知事職員県職員JA職員等30名
|〈出資〉石川県､市町､農協連､農業開発公社､農業会議

農業振興協議会
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◆30歳前後で農業を志す者が多いが、

既存の農業教育制度では人材育成は困難

し
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新規就農支援

［上級］

経営の高度化支援支援経営 拡

※就農から経営の安定･発展まで､各段階に応じたきめ細かな人材育成の支援

'－－－－－－－－－－－_－－－－－－一－－－－－－－－－［いしかわ耕稼塾

●プロ農業者の経営能力向上のための

各種講座を開講

｜●若手後継者等を対象に｢スキルアップコース｣を開講
コマツ(製造業)の生産管理ノウハウを研修で活用

●新商品開発や新たな事業展開に向けたアドバイス

I生産者と需要者が個別商談を行う

「県産食材求評懇談会｣の開催

｜●就農希望者の多様なニーズに応えるため､各
｜（｢予科｣｢本科｣｢専科｣｢実践科｣）

言蕊溌灘濯|

種コースを開講
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●機構のコーディネーターと

普及指導員の連携による

マンツーマンでの技術指導

●JA､市町と連携した

農地集積支援

｡新規；
大幅
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･近年｛

I就農者数は､設立前に
胃に増加（30人今go型

124は135人で過去1篭

呂は､法人就業が約7割

法人の雇用能力が拡葺
非農家の就職先の1つ

に比べて、約3倍と

)人程度）

0年間で最多(約4倍）

I大

つとして定着
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【農業の応援団づくり】

●県民(消費者)を対象とした農業体験セミナー等を開催
※農作業体験

研修

イカ糖度

定
●小中高校の教師や金沢大学の学生を対象とした農作業体験研修の実施／一1、

｛ノ〕



羽田乗継割引運賃設定区間

【
】

ﾉー

Oy Qe＞

･羽田乗継割引設定路線

●小松･能登両空港設定あぢ

●小松空港のみ設定あり

●小松からの定期路線
（●定期路線十乗継割引路線）

・ぬ●
で

石垣


